
長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　△：午前のみ　☆：午後のみ　▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　

■：第１・３・５週　□：第２・４週　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

平井一也（呼吸器・肺がんの画像および内視鏡診断と治療・ARDSなどの透過性亢進型肺水腫）
吉池文明（呼吸器）
滝澤秀典（呼吸器）
後藤憲彦（呼吸器）
鈴木祐介（呼吸器）

池田宇一（循環器）
三浦　崇（循環器）
滝　美波（循環器）

笠井俊夫（循環器）
小林隆洋（循環器）
翁　佳輝（循環器）

西井　裕（糖尿病、内分泌・代謝疾患）
佐野麻美（内分泌・代謝疾患）
渡邉貴子（内分泌・代謝疾患）

掛川哲司（腎臓）
山﨑大樹（腎臓）

長谷部修（消化管および膵胆道疾患・内視鏡）
原　悦雄（消化器・胃腸・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
関亜矢子（消化器・内視鏡）
櫻井晋介（消化器）
金井圭太（消化器）
北畠央之（消化器）
宮澤鷹幸（消化器）

宗像康博（消化器 ※食道・胃・大腸　内視鏡外科）
関　仁誌（消化器 ※肝臓・胆道・膵臓）
高田　学（消化器）
関野　康（消化器）
高橋祐輔（消化器 ※肝臓・胆道・膵臓）
下平悠介（外科）

佐近雅宏（消化器）
岡田正夫（外科）

古谷野靖博（外科）

松田　智（上肢・末梢神経・マイクロサージャリ―・肩関節疾患・難治性骨折）
中村　功（脊椎脊髄疾患）
新井秀希（骨・軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）
橋本　瞬（整形外科）
藤澤多佳子（リウマチ）

滝　建志（形成外科全般）
倉島侑希（形成外科）　相阪哲也（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

草野義和（脳血管障害・脳血管内治療・脳神経外科）
兒玉邦彦（脳腫瘍・脳血管障害・脳神経外科・神経生理学的モニタリング）
荻原直樹（脳神経外科）

加藤晴朗（悪性腫瘍手術・尿道尿路再建術）
飯島和芳（悪性腫瘍・腹腔鏡手術）
小口智彦（泌尿器科一般・神経因性膀胱）
山本哲平（泌尿器科一般）
下島雄治（泌尿器科一般）

羽場知己（泌尿器科一般）
塩﨑政史（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

大塚明弘（耳鼻いんこう科）
横溝道範（頭頸部外科）

酒井洋徳（口腔がん・デンタルインプラント・歯科口腔外科一般）
野池淳一（歯科・歯科口腔外科）
久保紀莉子（歯科・歯科口腔外科）

山本寛二（神経内科領域全般・脳卒中・パーキンソン病・認知症など）
田澤浩一（神経内科）
大橋信彦（神経内科）

中原　孝（心臓血管外科）

山田響子（緩和ケア内科）

南澤育雄（関節リウマチ）

森　　篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症・悪性腫瘍）
髙木偉博（婦人科内視鏡手術）

坂口　治（救急科）　佐藤貴久（救急科）
片山延哉（救急科）

西村秀紀（乳腺・呼吸器・甲状腺）
小沢恵介（乳腺）
砥石政幸（呼吸器）
境澤隆夫（呼吸器）

橋田　巌（放射線治療 ※メタストロン外来）
松下大秀（放射線治療）
今井　迅（画像診断・IVR）
松下　剛（画像診断）

村田　　浩

片山　延哉 片山　延哉 片山　延哉

南澤　育雄

片山　延哉 片山　延哉

休診

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

－　　　
－　　　

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔
－　　　

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

－　　　

○古谷野靖博
◆宗像　康博

－　　　
－　　　

○関野　　康
○関　　仁誌

－　　　
－　　　

■平井　一也
○吉池　文明
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○鈴木　祐介

－　　　

○滝澤　秀典
－　　　
－　　　

吉池　文明
○平井　一也

－　　　

○後藤　憲彦
　  鈴木　祐介

－　　　

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

－　　　

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕
－　　　

○渡邉　貴子
－　　　

渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕
－　　　

○滝　　美波
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆山﨑　大樹

○掛川　哲司
－　　　

○山﨑　大樹
－　　　

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇
－　　　
－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

金井　圭太
○宮澤　鷹幸

藤森　尚之
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介
－　　　

★宮林　千春
○金井　圭太

北畠　央之
山崎　智生

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆宮澤　鷹幸

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀
△中原　　孝

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
－　　　

加藤　晴朗
山本　哲平

－　　　

加藤　晴朗
飯島　和芳

－　　　

飯島　和芳
山本　哲平

－　　　

小口　智彦
下島　雄治

－　　　

■小口　智彦
□下島　雄治
◆加藤　晴朗

○倉島　侑希
滝　　建志

○風間　　淳
－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

○酒井　洋徳
野池　淳一

－　　　
－　　　

山本　寛二
○大橋　信彦

○佐近　普子
－　　　
－　　　
－　　　

☆西澤千津恵
○森　　　篤
☆髙木　偉博

村中　　愛

○佐近　普子
－　　　
－　　　
－　　　

西澤千津恵
（13：30まで）

森　　　篤
☆髙木　偉博

田澤　浩一
○大橋　信彦

○山本　寛二
大橋　信彦

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○△非常勤医師（信州大学）
☆酒井　洋徳
☆久保紀莉子

－　　　

○☆酒井　洋徳
久保紀莉子

○△野池　淳一
－　　　

○野池　淳一
（第2・4週は午後のみ）

○酒井　洋徳
（第1・3・5週は午後のみ）

－　　　

☆久保紀莉子
○野池　淳一

（第1・3・5週は午後のみ）

○酒井　洋徳
（第1・3・5週は午前のみ）

大塚　明弘
横溝　道範

松下　大秀 ○橋田　　巌 松下　大秀 休診

休診

休診休診 ☆住　　昌彦

休診

休診

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範休診

休診

休診
○佐近　普子

－　　　
－　　　
－　　　

休診 休診 休診

休診 休診 休診

☆加藤　修明

休診 休診◎△山田　響子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

休診

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳
－　　　

○風間　　淳
－　　　

○草野　義和
荻原　直樹

草野　義和
○脳外科医師

○脳外科医師
兒玉　邦彦

草野　義和
○兒玉　邦彦

○滝　　建志
倉島　侑希

○滝　　建志
○相阪　哲也

○倉島　侑希
滝　　建志

○滝　　建志
倉島　侑希

○藤澤多佳子
橋本　　瞬

▲松田　　智
藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆◆藍葉宗一郎

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
△橋本　　瞬
○松田　　智

－　　　

休診

診療科 月 火 水 木 金 常勤医（専門）

血 液 内 科

青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
新川一樹（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（ 膠 原 病 外 来 ）
休診 休診 休診休診（ リ ウ マ チ 科 ）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯科／歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（ 脳 血 管 内 治 療 科 ）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科
心 臓 血 管 外 科

○脳外科医師（交替制）

第２外来

長野市民病院
救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

8:30～17:30 担当医

お問い合わせ 地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／認定臨床研修病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院
〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1

TEL.026-295-1291
http://www.hospital.nagano.nagano.jp/バックナンバーは当院ホームページでもご覧いただけます。

（19：00 ～翌 6：00）長野市民病院・医師会 急病センター

地方独立行政法人

■発行人 ： 池田宇一    ■編　集 ： 長野市民病院広報委員会
いけ  だ う いち

長野市民病院 FAX.026-295-1148TEL.026-295-1199
長野市民病院

外来診療担当表は、５月１日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

内

　
　
　
　科

新川　一樹
浅岡　麻里

－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜

－　　　

新川　一樹
青沼架佐賜

－　　　

新川　一樹
浅岡　麻里

－　　　

新川　一樹
青沼架佐賜

▼浅岡　麻里
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特  集

果たすべき使命地域がん診療連携拠点病院として

第69回 知っておきたい医療の知識

振り返ろう 自己流歯みがき
訪問看護ステーションが
開所20周年を迎えました！
長野市民病院は

AC長野パルセイロの
メディカルチェックを担当しています！
登録医紹介

しぶさわ耳鼻医院［須坂市相森町］

長野市民病院
モバイルサイトは
こちらから

70
Vol.



果
た
す
べき

長
野
市
民
病
院

　
　「が
ん
セ
ン
タ
ー
」へ

西村 秀紀
にしむら・ひでき

長野市民病院　副院長
がんセンター長
呼吸器外科・乳腺外科部長
心臓血管外科部長
日本外科学会指導医・専門医
日本呼吸器外科学会指導医・専門医
日本乳癌学会専門医
日本臨床腫瘍学会暫定指導医

地域がん診療
連携拠点病院とは
全国どこでも質の高いがん医療を受
けられる体制の確立をめざし、厚生労
働大臣によって指定された病院です。
平成29年4月1日現在、全国では地
域がん診療連携拠点病院として348
施設が指定されており、長野県では当
院を含め7病院が指定されています。
専門的ながん医療の提供、地域のが
ん診療の連携協力体制の構築、がん
患者さんに対する相談支援および情
報提供を行う役割を担っています。

特  集

る
「
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し

て
、
手
術
療
法
、
放
射
線
治
療
、
化
学
療

法
、緩
和
ケ
ア
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

た「
集
学
的
治
療
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
が
直
面
す

る
悩
み
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、切
れ
目

の
な
い
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
4
月
か
ら
は
「
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
」を「
が
ん
セ
ン
タ
ー
」と
名
称
を
変

更
し
、
が
ん
の
診
断
、
治
療
に
加
え
て
、

が
ん
予
防
の
啓
発
活
動
や
研
究
に
も
一

層
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
的
に
も
が
ん
患
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）

は
、
平
成
27
年
に
は
世
界
で
8
8
0
万

人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
3
年

前
よ
り
60
万
人
増
え
て
い
る
と
発
表
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
W
H
O
は
、
が
ん
で

死
亡
し
た
3
〜
5
割
の
方
は
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
っ
て
が
ん
を
回
避
で
き
た

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て

お
り
、
が
ん
予
防
の
啓
発
活
動
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
長
野
市
民
病
院
は
、平
成
7
年
の
開
院

当
初
よ
り
、「
が
ん
診
療
」を
大
き
な
役
割

の
一
つ
に
掲
げ
て
お
り
、
高
度
で
専
門
的

な
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
1
月
に
は
、
厚
生
労
働
省

よ
り
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

の
指
定
を
受
け
、
長
野
県
北
信
地
域
の

が
ん
診
療
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
が
ん
は
急
性
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
と

な
ら
び
、
3
大
疾
病
の
一
つ
に
挙
げ
ら

れ
、昭
和
56
年
以
降
、死
因
の
第
1
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。男
性
の
2
人
に
1
人
、

女
性
の
3
人
に
1
人
が
生
涯
の
う
ち
に

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
病
気
で

す
。か
つ
て
は
不
治
の
病
と
い
う
印
象

が
強
か
っ
た
で
す
が
、
近
年
で
は
医
療

技
術
が
向
上
し
た
こ
と
で
生
存
率
も
高

ま
り
、
が
ん
は
根
治
を
め
ざ
せ
る
病
気

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、院
内
横
断
的
な
組
織
で
あ

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て

橋田 巌
放射線治療センター長
はし   だ     いわお

横川 史穂子
がん看護専門看護師
 よこ かわ      し    ほ    こ

塩ノ谷 美津子

がん化学療法看護
認定看護師
 しお  の    や       み     つ    こ 西村 秀紀

がんセンター長
 にし  むら    ひで   き

下谷 由紀子
緩和ケア認定看護師
 しも   や       ゆ    き     こ

山田 響子
緩和ケアセンター科長
 やま   だ     きょう こ

関野 康
化学療法センター長
 せき   の     やすし

がんセンター組織図
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果
た
す
べき

長
野
市
民
病
院

　
　「が
ん
セ
ン
タ
ー
」へ

西村 秀紀
にしむら・ひでき

長野市民病院　副院長
がんセンター長
呼吸器外科・乳腺外科部長
心臓血管外科部長
日本外科学会指導医・専門医
日本呼吸器外科学会指導医・専門医
日本乳癌学会専門医
日本臨床腫瘍学会暫定指導医

地域がん診療
連携拠点病院とは
全国どこでも質の高いがん医療を受
けられる体制の確立をめざし、厚生労
働大臣によって指定された病院です。
平成29年4月1日現在、全国では地
域がん診療連携拠点病院として348
施設が指定されており、長野県では当
院を含め7病院が指定されています。
専門的ながん医療の提供、地域のが
ん診療の連携協力体制の構築、がん
患者さんに対する相談支援および情
報提供を行う役割を担っています。

特  集

る
「
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し

て
、
手
術
療
法
、
放
射
線
治
療
、
化
学
療

法
、緩
和
ケ
ア
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

た「
集
学
的
治
療
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
が
直
面
す

る
悩
み
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、切
れ
目

の
な
い
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
4
月
か
ら
は
「
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
」を「
が
ん
セ
ン
タ
ー
」と
名
称
を
変

更
し
、
が
ん
の
診
断
、
治
療
に
加
え
て
、

が
ん
予
防
の
啓
発
活
動
や
研
究
に
も
一

層
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
的
に
も
が
ん
患
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）

は
、
平
成
27
年
に
は
世
界
で
8
8
0
万

人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
3
年

前
よ
り
60
万
人
増
え
て
い
る
と
発
表
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
W
H
O
は
、
が
ん
で

死
亡
し
た
3
〜
5
割
の
方
は
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
っ
て
が
ん
を
回
避
で
き
た

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て

お
り
、
が
ん
予
防
の
啓
発
活
動
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
長
野
市
民
病
院
は
、平
成
7
年
の
開
院

当
初
よ
り
、「
が
ん
診
療
」を
大
き
な
役
割

の
一
つ
に
掲
げ
て
お
り
、
高
度
で
専
門
的

な
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
1
月
に
は
、
厚
生
労
働
省

よ
り
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

の
指
定
を
受
け
、
長
野
県
北
信
地
域
の

が
ん
診
療
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
が
ん
は
急
性
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
と

な
ら
び
、
3
大
疾
病
の
一
つ
に
挙
げ
ら

れ
、昭
和
56
年
以
降
、死
因
の
第
1
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。男
性
の
2
人
に
1
人
、

女
性
の
3
人
に
1
人
が
生
涯
の
う
ち
に

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
病
気
で

す
。か
つ
て
は
不
治
の
病
と
い
う
印
象

が
強
か
っ
た
で
す
が
、
近
年
で
は
医
療

技
術
が
向
上
し
た
こ
と
で
生
存
率
も
高

ま
り
、
が
ん
は
根
治
を
め
ざ
せ
る
病
気

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、院
内
横
断
的
な
組
織
で
あ

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て

橋田 巌
放射線治療センター長
はし   だ     いわお

横川 史穂子
がん看護専門看護師
 よこ かわ      し    ほ    こ

塩ノ谷 美津子

がん化学療法看護
認定看護師
 しお  の    や       み     つ    こ 西村 秀紀

がんセンター長
 にし  むら    ひで   き

下谷 由紀子
緩和ケア認定看護師
 しも   や       ゆ    き     こ

山田 響子
緩和ケアセンター科長
 やま   だ     きょう こ

関野 康
化学療法センター長
 せき   の     やすし

がんセンター組織図
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が
ん
に
集
中
照
射

看
護
認
定
看
護
師
と
い
っ
た
放
射
線
治

療
を
専
門
と
す
る
多
職
種
の
チ
ー
ム
で

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
に
は
、身
体
の
外
か
ら
放

射
線
を
あ
て
る「
外
部
照
射
」、身
体
の
中

か
ら
照
射
す
る「
小
線
源
治
療
」（
内
部
照

射
）、
放
射
線
医
薬
品
を
服
用
ま
た
は
注

射
し
て
目
的
の
臓
器
に
集
積
さ
せ
て
治

療
を
行
う「
内
用
療
法
」が
あ
り
ま
す
。

　
ラ
イ
ナ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
放
射
線
治

療
装
置
を
使
っ
た
治
療
で
す
。強
度
変

調
放
射
線
治
療（
I
M
R
T
）と
い
う
特

殊
な
技
術
に
よ
り
腫
瘍
だ
け
に
高
い
線

量
を
集
中
さ
せ
、
周
囲
の
正
常
組
織
へ

の
線
量
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
副
作
用
を
抑
え

つ
つ
、
治
療
成
績
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
　
　
術
、
薬
物
療
法
と
並
ぶ
が
ん
の

　
　
　
3
大
療
法
の
１
つ
が
放
射
線
治

療
で
す
。身
体
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
な

く
、
臓
器
を
残
し
機
能
を
維
持
し
た
ま

ま
が
ん
の
完
治
を
め
ざ
す
治
療
で
す
。

完
治
が
望
め
な
い
場
合
で
も
、
症
状
の

改
善
や
疼
痛
緩
和
が
得
ら
れ
ま
す
。当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
安
心
し
て
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
放
射
線
治

療
専
門
医
、
放
射
線
治
療
専
門
放
射
線

技
師
、医
学
物
理
士
、が
ん
放
射
線
療
法

　
小
線
源
治
療
は
、
県
内
で
は
当
院
を

含
む
４
施
設
の
み
で
行
わ
れ
て
お
り
、

症
例
数
な
ら
び
に
治
療
内
容
は
県
内
随

一
で
す
。平
成
16
年
に
早
期
の
前
立
腺

が
ん
に
対
し
て
、Ⅰ
ー
1
2
5（
ヨ
ウ
素
）

と
い
う
非
常
に
小
さ
な
線
源
を
、
前
立

腺
内
に
刺
入
す
る
永
久
挿
入
密
封
小
線

源
療
法
を
開
始
し
ま
し
た
。現
在
1
、

1
0
0
例
を
超
え
、国
内
で
も
有
数
の
治

療
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す（
全
国
で
５
番

目
に
1
、０
0
0
例
を
達
成
）。平
成
25
年

に
は
、ラ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
高
線
量
率
の

小
線
源
治
療
が
可
能
な
装
置
が
導
入
さ

れ
、子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
腔
内
治
療
や

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
組
織
内
治
療
を

開
始
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
照
射
直
前
に

C
T
を
撮
影
し
、画
像
か
ら
腫
瘍
や
周
囲

の
正
常
組
織
の
処
方
線
量
を
計
画
す
る

画
像
誘
導
放
射
線
治
療
と
い
う
最
新
か

つ
安
全
な
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

手近年の放射線治療件数

2013 2014 2015 2016

外
部
照
射
延
べ
件
数

11,923
11,033

11,838

子宮がん腔内治療延べ件数（内部照射）
高線量率前立腺がん患者数（内部照射）
低線量率前立腺がん患者数（内部照射）

11,261

98

73
40

96

84
16

78

68
23

89

94
19

橋田 巌
はしだ・いわお

長野市民病院　放射線治療科部長
がんセンター 放射線治療センター長
日本医学放射線学会日本医学放射線
治療専門医
日本がん治療認定医機構暫定教育医

関野 康
せきの・やすし

長野市民病院
がんセンター 副センター長
化学療法センター長
外科・消化器外科副部長
日本外科学会指導医・専門医・認定医
日本消化器外科学会指導医・専門医・
消化器がん外科治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医
日本消化器病学会専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
医
療
で

守
備
範
囲
を
広
く

う
と
「
副
作
用
が
き
つ
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。薬
に
よ
っ
て
は
「
食
欲
が
落
ち

る
」「
毛
が
抜
け
る
」「
手
先
が
し
び
れ
る
」

な
ど
の
副
作
用
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の

日
常
生
活
に
お
い
て
不
快
な
面
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。当
院
で
は
副
作
用
に

対
し
、緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム（
P
6
図
２
）な

ど
が
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）

が
向
上
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。主
治
医
一
人
で
は
見
落
と
す
か
も
し

れ
な
い
副
作
用
や
患
者
さ
ん
の
不
満

も
、チ
ー
ム
医
療
で
あ
れ
ば
カ
バ
ー
で
き

る
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

　
最
近
で
は「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」に
代
表
さ

れ
る
免
疫
療
法
が
登
場
し
、
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。オ
プ
ジ
ー
ボ
と
は
、
人
間

が
本
来
持
っ
て
い
る
が
ん
細
胞
を
排
除

　
　
　
物
療
法（
化
学
療
法
）に
は
従
来

　
　
　
の
抗
が
ん
剤
治
療
の
ほ
か
、
ホ

ル
モ
ン
剤
に
よ
る
内
分
泌
療
法
や
分
子

標
的
薬
と
呼
ば
れ
る
薬
剤
に
よ
る
治
療

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
が
ん

薬
物
療
法
を
行
う
の
が
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
、が
ん
専
門
薬

剤
師
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護

師
な
ど
、専
門
知
識
を
も
つ
多
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
チ
ー
ム
医
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。ベ
ッ
ド
5
床
と
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
15
床
を
整
備
し
、専
従

看
護
師
8
人
の
体
制
で
1
日
平
均
25
人

の
患
者
さ
ん
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
薬
物
療
法
の
進
歩
に
伴
い
、
が

ん
患
者
さ
ん
の
生
存
期
間
は
確
実
に
延

長
し
て
い
ま
す
。が
ん
薬
物
療
法
と
い

す
る「
が
ん
免
疫
細
胞
」の
働
き
を
活
性

化
す
る
薬
剤
で
す
。今
ま
で
の
治
療
で

は
無
効
だ
っ
た
疾
患
で
劇
的
な
効
果
を

示
す
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、「
副
作
用
が

無
い
夢
の
万
能
薬
」
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、す
べ
て
の
が
ん
に
有
効

な
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
重
篤
な
副

作
用
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
万
能
薬
な
ど
は
な
く
、

患
者
さ
ん
と
医
療
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
副
作
用
の
管
理
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

薬
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー

が
ん
セ
ン
タ
ー

化学療法センター利用件数

2013201220112010
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（件）

2014 2015

5,0525,349
5,7255,7566,076

6,618

（件）

外
部
照
射

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

副
作
用
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

小
線
源
治
療（
内
部
照
射
）

正
常
組
織
の
損
傷
を
抑
え
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が
ん
に
集
中
照
射

看
護
認
定
看
護
師
と
い
っ
た
放
射
線
治

療
を
専
門
と
す
る
多
職
種
の
チ
ー
ム
で

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
に
は
、身
体
の
外
か
ら
放

射
線
を
あ
て
る「
外
部
照
射
」、身
体
の
中

か
ら
照
射
す
る「
小
線
源
治
療
」（
内
部
照

射
）、
放
射
線
医
薬
品
を
服
用
ま
た
は
注

射
し
て
目
的
の
臓
器
に
集
積
さ
せ
て
治

療
を
行
う「
内
用
療
法
」が
あ
り
ま
す
。

　
ラ
イ
ナ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
放
射
線
治

療
装
置
を
使
っ
た
治
療
で
す
。強
度
変

調
放
射
線
治
療（
I
M
R
T
）と
い
う
特

殊
な
技
術
に
よ
り
腫
瘍
だ
け
に
高
い
線

量
を
集
中
さ
せ
、
周
囲
の
正
常
組
織
へ

の
線
量
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
副
作
用
を
抑
え

つ
つ
、
治
療
成
績
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
　
　
術
、
薬
物
療
法
と
並
ぶ
が
ん
の

　
　
　
3
大
療
法
の
１
つ
が
放
射
線
治

療
で
す
。身
体
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
な

く
、
臓
器
を
残
し
機
能
を
維
持
し
た
ま

ま
が
ん
の
完
治
を
め
ざ
す
治
療
で
す
。

完
治
が
望
め
な
い
場
合
で
も
、
症
状
の

改
善
や
疼
痛
緩
和
が
得
ら
れ
ま
す
。当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
安
心
し
て
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
放
射
線
治

療
専
門
医
、
放
射
線
治
療
専
門
放
射
線

技
師
、医
学
物
理
士
、が
ん
放
射
線
療
法

　
小
線
源
治
療
は
、
県
内
で
は
当
院
を

含
む
４
施
設
の
み
で
行
わ
れ
て
お
り
、

症
例
数
な
ら
び
に
治
療
内
容
は
県
内
随

一
で
す
。平
成
16
年
に
早
期
の
前
立
腺

が
ん
に
対
し
て
、Ⅰ
ー
1
2
5（
ヨ
ウ
素
）

と
い
う
非
常
に
小
さ
な
線
源
を
、
前
立

腺
内
に
刺
入
す
る
永
久
挿
入
密
封
小
線

源
療
法
を
開
始
し
ま
し
た
。現
在
1
、

1
0
0
例
を
超
え
、国
内
で
も
有
数
の
治

療
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す（
全
国
で
５
番

目
に
1
、０
0
0
例
を
達
成
）。平
成
25
年

に
は
、ラ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
高
線
量
率
の

小
線
源
治
療
が
可
能
な
装
置
が
導
入
さ

れ
、子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
腔
内
治
療
や

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
組
織
内
治
療
を

開
始
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
照
射
直
前
に

C
T
を
撮
影
し
、画
像
か
ら
腫
瘍
や
周
囲

の
正
常
組
織
の
処
方
線
量
を
計
画
す
る

画
像
誘
導
放
射
線
治
療
と
い
う
最
新
か

つ
安
全
な
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

手近年の放射線治療件数

2013 2014 2015 2016

外
部
照
射
延
べ
件
数

11,923
11,033

11,838

子宮がん腔内治療延べ件数（内部照射）
高線量率前立腺がん患者数（内部照射）
低線量率前立腺がん患者数（内部照射）

11,261

98

73
40

96

84
16

78

68
23

89

94
19

橋田 巌
はしだ・いわお

長野市民病院　放射線治療科部長
がんセンター 放射線治療センター長
日本医学放射線学会日本医学放射線
治療専門医
日本がん治療認定医機構暫定教育医

関野 康
せきの・やすし

長野市民病院
がんセンター 副センター長
化学療法センター長
外科・消化器外科副部長
日本外科学会指導医・専門医・認定医
日本消化器外科学会指導医・専門医・
消化器がん外科治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医
日本消化器病学会専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
医
療
で

守
備
範
囲
を
広
く

う
と
「
副
作
用
が
き
つ
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。薬
に
よ
っ
て
は
「
食
欲
が
落
ち

る
」「
毛
が
抜
け
る
」「
手
先
が
し
び
れ
る
」

な
ど
の
副
作
用
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の

日
常
生
活
に
お
い
て
不
快
な
面
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。当
院
で
は
副
作
用
に

対
し
、緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム（
P
6
図
２
）な

ど
が
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）

が
向
上
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。主
治
医
一
人
で
は
見
落
と
す
か
も
し

れ
な
い
副
作
用
や
患
者
さ
ん
の
不
満

も
、チ
ー
ム
医
療
で
あ
れ
ば
カ
バ
ー
で
き

る
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

　
最
近
で
は「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」に
代
表
さ

れ
る
免
疫
療
法
が
登
場
し
、
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。オ
プ
ジ
ー
ボ
と
は
、
人
間

が
本
来
持
っ
て
い
る
が
ん
細
胞
を
排
除

　
　
　
物
療
法（
化
学
療
法
）に
は
従
来

　
　
　
の
抗
が
ん
剤
治
療
の
ほ
か
、
ホ

ル
モ
ン
剤
に
よ
る
内
分
泌
療
法
や
分
子

標
的
薬
と
呼
ば
れ
る
薬
剤
に
よ
る
治
療

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
が
ん

薬
物
療
法
を
行
う
の
が
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
、が
ん
専
門
薬

剤
師
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護

師
な
ど
、専
門
知
識
を
も
つ
多
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
チ
ー
ム
医
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。ベ
ッ
ド
5
床
と
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
15
床
を
整
備
し
、専
従

看
護
師
8
人
の
体
制
で
1
日
平
均
25
人

の
患
者
さ
ん
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
薬
物
療
法
の
進
歩
に
伴
い
、
が

ん
患
者
さ
ん
の
生
存
期
間
は
確
実
に
延

長
し
て
い
ま
す
。が
ん
薬
物
療
法
と
い

す
る「
が
ん
免
疫
細
胞
」の
働
き
を
活
性

化
す
る
薬
剤
で
す
。今
ま
で
の
治
療
で

は
無
効
だ
っ
た
疾
患
で
劇
的
な
効
果
を

示
す
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、「
副
作
用
が

無
い
夢
の
万
能
薬
」
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、す
べ
て
の
が
ん
に
有
効

な
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
重
篤
な
副

作
用
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
万
能
薬
な
ど
は
な
く
、

患
者
さ
ん
と
医
療
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
副
作
用
の
管
理
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

薬
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー

が
ん
セ
ン
タ
ー

化学療法センター利用件数

2013201220112010
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（件）

2014 2015

5,0525,349
5,7255,7566,076

6,618

（件）

外
部
照
射

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

副
作
用
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

小
線
源
治
療（
内
部
照
射
）

正
常
組
織
の
損
傷
を
抑
え
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がん相談支援センターは、長野市民病院内に設置されていますが、当院に通院し
ている方だけでなく、他院にかかっている方や市民の方 も々無料でご利用いただ
けます。

図2 緩和ケアチーム
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想
い
の
共
有
を

い
時
間
」が
過
ご
せ
る
よ
う
、
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
が
ん
が
進
行
し
た
患
者
さ
ん
だ

け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。緩
和
ケ
ア

は「
終
末
期
」、「
看
取
り
」の
時
期
の
も
の

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、が
ん

と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
治
療
と
並

行
し
て
緩
和
ケ
ア
を
行
う
こ
と
（
パ
ラ

レ
ル
ケ
ア
）が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す（
図
1
）。

　
当
院
で
は
、
医
師
を
は
じ
め
が
ん
性

疼
痛
看
護
認
定
看
護
師
、薬
剤
師
、医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
緩
和
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
ま
す
。緩
和
ケ
ア
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
診
察
し
、

話
を
聞
き
、
何
が
必
要
か
チ
ー
ム
で
考

え
ま
す
。痛
み
止
め
や
睡
眠
薬
な
ど
薬

　
　
　
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
で
は
、

　
　
　
緩
和
ケ
ア
の
対
象
を
、「
生
命
を

脅
か
す
疾
患
に
伴
う
問
題
に
直
面
す
る

患
者
と
家
族
」
と
し
て
い
ま
す
。緩
和
ケ

ア
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

に
限
ら
ず
、
が
ん
以
外
の
患
者
さ
ん
に

も
提
供
し
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
中

で
も
、が
ん
患
者
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
身
体
の

痛
み
、
息
が
苦
し
い
こ
と
、
眠
れ
な
い
こ

と
、
が
ん
に
対
す
る
不
安
、お
金
の
こ
と

な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。た
だ
、
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
仕
事
を
続
け
た
い
、

家
族
と
良
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
な

ど
、
希
望
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
の
も

事
実
で
す
。

　
緩
和
ケ
ア
は
、
苦
痛
を
軽
減
し
、「
良

対
処
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　〝
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
想
い
を
共

有
し
、
何
が
大
切
な
の
か
を
一
緒
に
考

え
、支
え
る
〞、緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
使
命

は
、そ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

人
間
の
持
つ
力
強
さ

し
て
の
使
命
を
ま
っ
と
う
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
に
は
医
師
を
中
心
に
、

チ
ー
ム
で
医
療
を
提
供
し
ま
す
。し
か

し
、
今
は
が
ん
治
療
の
選
択
や
決
定
は
、

患
者
さ
ん
が
主
体
的
に
行
う
時
代
で
す
。

自
分
の
が
ん
に
つ
い
て
知
り
、患
者
さ
ん

自
身
で
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
す
る
相
談
支
援
は
病
院
の
中
で
は
な

じ
み
が
な
く
、
院
内
の
理
解
を
得
る
こ

と
も
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

徐
々
に
院
内
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
セ

ン
タ
ー
と
し
て
が
ん
教
室
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
今
で
は
年

間
１
、0
0
0
件
を
超
え
る
相
談
支
援
を

提
供
し
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
の
特

　
　
　
院
が
、
が
ん
相
談
支
援
を
通
じ

　
　
　
て
実
現
し
た
い
こ
と
は
、
が
ん

に
な
っ
た
方
が
意
味
の
あ
る
生
き
方
や

日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　
平
成
19
年
に
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
、
が

ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
が
ん
に

当
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ん
セ
ン
タ
ー

剤
の
使
用
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
個
々
の
患
者
さ
ん

で
緩
和
ケ
ア
の
内
容
は
当
然
違
い
ま

す
。ま
た
、
状
況
は
日
々
変
化
し
ま
す
の

で
、経
過
を
見
な
が
ら
、そ
れ
に
応
じ
た

徴
と
し
て
、
患
者
さ
ん
が
社
会
で
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
治
療
と
仕
事
の
両

立
が
で
き
る
よ
う
、
常
勤
の
社
会
保
険

労
務
士
が
就
労
に
関
わ
る
相
談
に
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、
多
く
の
患

者
さ
ん
は
、は
じ
め
は
シ
ョ
ッ
ク
な
思
い

を
し
ま
す
。し
か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

患
者
さ
ん
と
出
会
い
、
支
援
す
る
中
で

感
じ
た
こ
と
は
、〝
可
能
な
限
り
家
庭
や

社
会
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
治
療
を

し
た
い
〞と
い
う
患
者
さ
ん
の
想
い
で
し

た
。相
談
員
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
目
線

で
が
ん
の
総
合
的
な
相
談
や
情
報
提
供

を
行
っ
た
り
、
が
ん
患
者
さ
ん
同
士
の

交
流
の
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
こ

と
を
通
し
て
、患
者
さ
ん
が
失
っ
て
い
た

自
信
を
取
り
戻
し
、
意
味
の
あ
る
生
き

方
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
姿
に
は
、い
つ
も
人
間
の
持
つ
力
強
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
患
者

さ
ん
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
相
談
員
と

診断時

抗がん治療

従来のがん治療のモデル

死亡

（「WHO：Cancer Pain Control」より抜粋）

図１ がんの治療と緩和ケアの関係

緩和
ケア

診断時

抗がん治療

理想的ながん治療のモデル

死亡

緩和ケア

がん治療薬の疑問
や不安について相
談に応じます。

主治医だけでなく
がんに伴う症状を
コントロールする
緩和ケア医がサ
ポートします。

食欲不振や栄
養面の相談に
応じます。

患者さんとご家族
のために福祉制度
や在宅療養、転院
先との調整などを
サポートします。

薬の副作用で、思う
ように身体が動か
なくなった時、リハ
ビリにより、最大限
機能を活用できるよ
うサポートします。

がんの痛みのケ
アに関する専門
知識と技術をもっ
たがん性疼痛看
護認定看護師が
サポートします。

患者さん・
ご家族も大切な

チームの一員です。

理学療法士

管理栄養士医療ソーシャル
ワーカー

医師

薬剤師

看護師

就労に関する相談

精神的な悩みの相談

家族に関する相談経済的な相談

治療に関する相談
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さ

れ
た
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
緩
和
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
ま
す
。緩
和
ケ
ア
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
診
察
し
、

話
を
聞
き
、
何
が
必
要
か
チ
ー
ム
で
考

え
ま
す
。痛
み
止
め
や
睡
眠
薬
な
ど
薬

　
　
　
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
で
は
、

　
　
　
緩
和
ケ
ア
の
対
象
を
、「
生
命
を

脅
か
す
疾
患
に
伴
う
問
題
に
直
面
す
る

患
者
と
家
族
」
と
し
て
い
ま
す
。緩
和
ケ

ア
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

に
限
ら
ず
、
が
ん
以
外
の
患
者
さ
ん
に

も
提
供
し
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
中

で
も
、が
ん
患
者
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
身
体
の

痛
み
、
息
が
苦
し
い
こ
と
、
眠
れ
な
い
こ

と
、
が
ん
に
対
す
る
不
安
、お
金
の
こ
と

な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。た
だ
、
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
仕
事
を
続
け
た
い
、

家
族
と
良
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
な

ど
、
希
望
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
の
も

事
実
で
す
。

　
緩
和
ケ
ア
は
、
苦
痛
を
軽
減
し
、「
良

対
処
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　〝
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
想
い
を
共

有
し
、
何
が
大
切
な
の
か
を
一
緒
に
考

え
、支
え
る
〞、緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
使
命

は
、そ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

人
間
の
持
つ
力
強
さ

し
て
の
使
命
を
ま
っ
と
う
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
に
は
医
師
を
中
心
に
、

チ
ー
ム
で
医
療
を
提
供
し
ま
す
。し
か

し
、
今
は
が
ん
治
療
の
選
択
や
決
定
は
、

患
者
さ
ん
が
主
体
的
に
行
う
時
代
で
す
。

自
分
の
が
ん
に
つ
い
て
知
り
、患
者
さ
ん

自
身
で
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
す
る
相
談
支
援
は
病
院
の
中
で
は
な

じ
み
が
な
く
、
院
内
の
理
解
を
得
る
こ

と
も
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

徐
々
に
院
内
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
セ

ン
タ
ー
と
し
て
が
ん
教
室
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
今
で
は
年

間
１
、0
0
0
件
を
超
え
る
相
談
支
援
を

提
供
し
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
の
特

　
　
　
院
が
、
が
ん
相
談
支
援
を
通
じ

　
　
　
て
実
現
し
た
い
こ
と
は
、
が
ん

に
な
っ
た
方
が
意
味
の
あ
る
生
き
方
や

日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　
平
成
19
年
に
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
、
が

ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
が
ん
に

当
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ん
セ
ン
タ
ー

剤
の
使
用
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
個
々
の
患
者
さ
ん

で
緩
和
ケ
ア
の
内
容
は
当
然
違
い
ま

す
。ま
た
、
状
況
は
日
々
変
化
し
ま
す
の

で
、経
過
を
見
な
が
ら
、そ
れ
に
応
じ
た

徴
と
し
て
、
患
者
さ
ん
が
社
会
で
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
治
療
と
仕
事
の
両

立
が
で
き
る
よ
う
、
常
勤
の
社
会
保
険

労
務
士
が
就
労
に
関
わ
る
相
談
に
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、
多
く
の
患

者
さ
ん
は
、は
じ
め
は
シ
ョ
ッ
ク
な
思
い

を
し
ま
す
。し
か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

患
者
さ
ん
と
出
会
い
、
支
援
す
る
中
で

感
じ
た
こ
と
は
、〝
可
能
な
限
り
家
庭
や

社
会
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
治
療
を

し
た
い
〞と
い
う
患
者
さ
ん
の
想
い
で
し

た
。相
談
員
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
目
線

で
が
ん
の
総
合
的
な
相
談
や
情
報
提
供

を
行
っ
た
り
、
が
ん
患
者
さ
ん
同
士
の

交
流
の
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
こ

と
を
通
し
て
、患
者
さ
ん
が
失
っ
て
い
た

自
信
を
取
り
戻
し
、
意
味
の
あ
る
生
き

方
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
姿
に
は
、い
つ
も
人
間
の
持
つ
力
強
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
患
者

さ
ん
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
相
談
員
と

診断時

抗がん治療

従来のがん治療のモデル

死亡

（「WHO：Cancer Pain Control」より抜粋）

図１ がんの治療と緩和ケアの関係

緩和
ケア

診断時

抗がん治療

理想的ながん治療のモデル

死亡

緩和ケア

がん治療薬の疑問
や不安について相
談に応じます。

主治医だけでなく
がんに伴う症状を
コントロールする
緩和ケア医がサ
ポートします。

食欲不振や栄
養面の相談に
応じます。

患者さんとご家族
のために福祉制度
や在宅療養、転院
先との調整などを
サポートします。

薬の副作用で、思う
ように身体が動か
なくなった時、リハ
ビリにより、最大限
機能を活用できるよ
うサポートします。

がんの痛みのケ
アに関する専門
知識と技術をもっ
たがん性疼痛看
護認定看護師が
サポートします。

患者さん・
ご家族も大切な

チームの一員です。

理学療法士

管理栄養士医療ソーシャル
ワーカー

医師

薬剤師

看護師

就労に関する相談

精神的な悩みの相談

家族に関する相談経済的な相談

治療に関する相談
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出前講座
地域の方 と々の交流、健康づくりのお手伝いの一環として、当院の医師や看護師などが地域の方々のところにお伺いし、無料で講演
を行うもので、普段の生活に役立つ講座をご用意しています。「がん」がテーマのものには以下の講座があります。
● がん細胞ってどんな顔 ～検診のすすめ～
● がんを予防する健康的ライフスタイル
● がんと共に暮らす社会 ～もしもがんになった時～
● がん教育（学校向け） 「がんは本当にこわい病気…なの？」
● がん教育（学校向け） 「がんを体験した患者さんの話を聴いてみよう」
お問い合わせ先　長野市民病院　地域医療連携室　TEL.026-295-1199（代）

市民健康講座
地域がん診療連携拠点病院として、地域の方々が病気の予防や最新の医療
について知識を深め、健康増進、維持に役立てていただけるよう、当院の医師
が講師となり、講演会を開催しています。平成29年5月には市民健康講座とは
別に須坂市や小布施町の病院と連携し、がんやその他の疾患をテーマにした
講演会の開催を予定しています。

新
た
な
医
師
を
迎
え
、

33
診
療
科
へ

平
成
29
年
４
月

長野市民病院

がん予防の啓発活動

な
け
れ
ば
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　心
臓
血
管
外
科
で
扱
う
疾
患
は
患
者

さ
ん
の
生
死
に
関
わ
る
も
の
が
多
い

分
、
患
者
さ
ん
を
第
一
に
考
え
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
治
療
を
行
い
、

健
康
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
治
療
に
あ
た
り
ま
す
。

　長
野
市
民
病
院
は
、診
療
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
「
脳
・
心
臓
・
血
管
診
療
」
の
さ

ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年

5
月
に
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。そ
し
て
今
年
4
月
に
は
、
信
州

大
学
よ
り
中
原
孝
医
師
を
迎
え
て
心
臓

血
管
外
科
を
開
設
し
、
外
科
的
治
療
を

開
始
し
ま
す
。

　心
臓
を
動
か
す
筋
肉
、
心
臓
に
酸
素

と
栄
養
を
供
給
す
る
血
管
、
送
り
出
し

た
血
液
の
逆
流
を
防
止
す
る
た
め
に
心

臓
の
中
に
つ
い
て
い
る
一
方
向
性
の
弁

な
ど
、
ど
の
部
位
も
正
常
に
動
い
て
い

心
臓
血
管
外
科
開
設

中原 孝
なかはら・こう

長野市民病院　心臓血管外科医長
心臓血管センター医長
日本外科学会専門医
心臓血管外科専門医
日本脈管学会専門医
腹部ステントグラフト実施医
下肢静脈瘤血管内焼灼術実施医・指導医

　頭
頸
部
は
、食
事
、会
話
、呼
吸
に
直
接

影
響
す
る
部
位
で
あ
る
た
め
進
行
が
ん

ほ
ど
発
声
、咀そ

嚼し
ゃ
く

、嚥え
ん

下げ（
噛
ん
で
飲
み
込

む
こ
と
）、
風
貌（
外
観
）に
大
き
な
後
遺

症
を
残
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、
早
期
発
見
、
治
療
の
選
択
が
重
要
で

す
。診
療
は
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
、
形
成
外
科
、
歯
科
口
腔
外

科
、放
射
線
治
療
科
な
ど
と
連
携
し
つ
つ

質
の
高
い
治
療
を
提
供
し
ま
す
。

　長
野
県
内
で
は
2
人
目
で
あ
る
日
本

頭
頸
部
外
科
学
会
の
暫
定
指
導
医
の
資

格
を
持
つ
横
溝
道
範
医
師
が
着
任
し
、

頭
頸
部
外
科
を
開
設
し
ま
し
た
。頭
頸

部
と
は
、
顔
面
か
ら
首（
頸
部
）ま
で
を

指
し
、
お
お
よ
そ
脳
の
下
か
ら
鎖
骨
ま

で
の
範
囲
で
、耳
、鼻
、副
鼻
腔
、の
ど（
咽

頭
、喉
頭
）、口
腔（
舌
な
ど
）、甲
状
腺
、耳

下
腺
な
ど
が
含
ま
れ
、
主
に
こ
の
領
域

の
が
ん
治
療
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

頭
頸
部
外
科
開
設

と
う  

け
い   

ぶ

横溝 道範
よこみぞ・みちのり

長野市民病院　頭頸部外科部長
日本耳鼻咽喉科学会 耳鼻咽喉科専門医
日本頭頸部外科学会 頭頸部がん専門医制度暫定指導医

一般市民向け

がんセンター公開講座
地域がん診療連携拠点病院として、がんに関するさまざまなテーマについて、
年に数回、院内にて公開講座を開催しています。このような講座を開催するこ
とは、長野市のみならず、北信地域のがん診療の質を向上するために大切なこ
とであると考えています。詳しくは、当院のHPにてご案内します。

がん寺子屋勉強会
各種がんの早期診断やさまざまな治療法、化学療法や放射線治療など、当院のがん治療についてテーマごとに専門の医師やスタッフ
が講義を担当します。平成29年度からは、地域医療従事者の方々が参加しやすいよう、これまでの早朝開催から夕刻の開催に変更し
ました。
■ 会場／長野市民病院　市民健康ホール
■ 時間／18：45～19：30
■ 一部ですが内容を紹介します。日程、テーマは変更になる場合もあります。詳しくは、当院HPにご案内します。

　5/ 17（水） 「悪性リンパ腫」 長野赤十字病院 血液内科副部長／住 昌彦 先生
　6/ 7（水） 「大腸癌（基礎知識と内視鏡治療）」 消化器内科副部長／原 悦雄
　6/ 21（水） 「肺癌（外科治療）」 呼吸器外科副部長／砥石 政幸
　7/ 5（水） 「前立腺癌（ダヴィンチ手術）」 泌尿器科副部長／飯島 和芳
　7/ 19（水） 「乳癌（病診連携パスの現状）」 副院長・乳腺外科部長／西村 秀紀
　8/ 2（水） 「頭頸部癌」 頭頸部外科部長／横溝 道範
　8/ 23（水） 「肝癌」 肝臓・胆のう・膵臓外科部長／関 仁誌

地域医療従事者
向け

頭頸部

上喉頭

舌・口腔
中喉頭

鼻・副鼻腔

下喉頭 喉頭
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、会
話
、呼
吸
に
直
接

影
響
す
る
部
位
で
あ
る
た
め
進
行
が
ん

ほ
ど
発
声
、咀そ

嚼し
ゃ
く

、嚥え
ん

下げ（
噛
ん
で
飲
み
込

む
こ
と
）、
風
貌（
外
観
）に
大
き
な
後
遺

症
を
残
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、
早
期
発
見
、
治
療
の
選
択
が
重
要
で

す
。診
療
は
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
、
形
成
外
科
、
歯
科
口
腔
外

科
、放
射
線
治
療
科
な
ど
と
連
携
し
つ
つ

質
の
高
い
治
療
を
提
供
し
ま
す
。

　長
野
県
内
で
は
2
人
目
で
あ
る
日
本

頭
頸
部
外
科
学
会
の
暫
定
指
導
医
の
資

格
を
持
つ
横
溝
道
範
医
師
が
着
任
し
、

頭
頸
部
外
科
を
開
設
し
ま
し
た
。頭
頸

部
と
は
、
顔
面
か
ら
首（
頸
部
）ま
で
を

指
し
、
お
お
よ
そ
脳
の
下
か
ら
鎖
骨
ま

で
の
範
囲
で
、耳
、鼻
、副
鼻
腔
、の
ど（
咽

頭
、喉
頭
）、口
腔（
舌
な
ど
）、甲
状
腺
、耳

下
腺
な
ど
が
含
ま
れ
、
主
に
こ
の
領
域

の
が
ん
治
療
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

頭
頸
部
外
科
開
設

と
う  

け
い   

ぶ
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一般市民向け
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とは、長野市のみならず、北信地域のがん診療の質を向上するために大切なこ
とであると考えています。詳しくは、当院のHPにてご案内します。
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地域医療従事者
向け

頭頸部

上喉頭

舌・口腔
中喉頭

鼻・副鼻腔

下喉頭 喉頭
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歯並びが
でこぼこしている所 歯と歯ぐきの境目

歯と歯の間

奥歯の
かみ合わせ

振り返ろう
自己流歯みがき

医療の知識 vol.69

知っておきたい

歯みがきは、いつの間にか自己流になり、
「正しく歯みがきができている」と
自信を持って言える人は少ないと思います。
歯のどこに汚れがたまりやすいかを含め、
虫歯や歯周病になりにくい歯みがきを解説します。
自分の歯みがきを振り返ってみましょう。

中沢 侑香
なかざわ・ゆか

信州大学医学部附属病院
歯科衛生士

柳澤 淳子
やなぎさわ・じゅんこ
長野市民病院
訪問看護ステーション所長
看護師長

口の中は細菌がいっぱい プラークが溜まりやすい場所

電子顕微鏡1000倍

インプラントを埋入し
ている方や入れ歯をお
使いの方は歯みがきの
やり方が異なるので、か
かりつけの歯科に相談
するようにしましょう。

口の中の細菌は、虫歯、歯周病だけで
なく、胃潰瘍、糖尿病、肺炎などの疾
患にも関わりがあると言われています。
その細菌のかたまりをプラークとい
い、たった0.001ｇのプラークだけで
も、細菌はおよそ1億個も含まれていま
す。口の中は細菌にとって適した温度
と湿度のため、細菌が増殖し、さまざ
まな病気の原因となってしまいます。

歯みがきのタイミングは？
食事のあとは毎回歯をみがくのが一
番理想です。毎食後に歯をみがくこと
が難しければ、必ず夕食後または就寝
前にはしっかり時間を取ってみがきま
しょう。就寝中は、唾液の分泌量が減
り、口の中が乾燥するため、細菌が繁
殖しやすく、虫歯や歯周病などのリス
クも高まります。

①歯の表面は、歯と歯ブラシが直
角にあたるようにして、歯ブラシを大
きく動かさず5～10mmの幅を目安
に1～2本ずつみがきましょう。
②歯と歯肉の境目の歯周ポケット
は、歯ブラシの毛先が入るように
45度の角度をつけて優しくあてて
みがきましょう。横に小刻みに動か
し、マッサージするようなイメージで
みがきましょう。

◆みがき方のきほん
力を入れてみがくと歯ぐきを傷つけ
てしまうおそれがあるので、気をつ
けましょう。力の強さは歯ブラシの
毛先が広がらない程度（150～
200ｇ）がベストな力加減です。ご
家庭にあるはかりを使い、普段どの
くらいの力でみがいているかチェッ
クしてみてください。

◆歯ブラシは優しく当てる
右に行ったり、左に
行ったりどっちつか
ずの歯みがきになっ
てしまうとみがき残
しがでてしまいま
す。みがく順番は図
の順番ではなくても
良いので、自分なり
にみがく順番を決
めておきましょう。

◆歯をみがく順番を決める

歯ブラシは毛先が開く
と、歯にしっかり当たらな
くなり、ブラシの毛も劣
化して効果的にプラーク
を落とせなくなります。目
安として、1カ月に1回は交
換しましょう。

◆歯ブラシは1カ月に1回は交換する

病
状
の
観
察
や
看
護
ケ
ア
を
行
っ
て
い

ま
す
。
と
き
に
は
後
輩
の
指
導
、
育
成

の
た
め
に
、
訪
問
看
護
師
と
一
緒
に
多

く
の
研
修
医
、
新
人
看
護
師
、
看
護
学

生
が
利
用
者
の
お
宅
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
開

設
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
看
護
師

も
在
宅
支
援
の
勉
強
の
た
め
に
訪
問
看

護
に
同
行
し
て
お
り
、
利
用
者
の
方
々

に
は
、
い
つ
も
快
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
度
、
訪
問
看
護
の
研
修
な
ど
の

受
け
入
れ
を
長
期
間
に
わ
た
り
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
利
用
者
の
方
々
へ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
感
謝

状
の
授
与
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
方
々
が
住
み

慣
れ
た
家
や
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　訪
問
看
護
は
、
訪
問
看
護
を
必
要
と

す
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　

   

院
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　は
、
長
野
市
民
病
院
開
院
の
1

年
半
後
の
平
成
8
年
11
月
に
開
所
し
、

平
成
28
年
11
月
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ

る
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
看

護
師
が
利
用
者
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

当 訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

開
所
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

こ
の
度
、長
期
間
に
わ
た
っ
て
当
院
の
訪
問
看
護
研
修
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
感
謝
状
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

歯ブラシでブラッシングしただけでは歯と歯
の隙間は十分にみがけず、プラークや食べか
すが残ってしまうこともあります。歯ブラシの
他にフロスや歯間ブラシを使うことでプラー
クの除去率がアップします。

◆歯ブラシ以外の補助用具も有効活用

90°

45°

１日の唾液分泌量の変化

★
★★

０時

0.2

0.4

0.6

ml/分

０時（Dawes,1972）12時

4 78

5 2

3

1 6

10 9
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AC長野パルセイ
ロの

メディカルチェッ
クを

担当しています！

長野市民病院は

所在地／須坂市相森町4300-3
TEL／026-242-7646
診療時間／
平　日：AM 9：00～12：00
　　　　PM 3：00～ 6：00

［休診］木曜・日曜・祝日

しぶさわ耳鼻医院

開
業
医
と
し
て

　
平
成
13
年
4
月
に
開
院
し
た
「
し
ぶ
さ

わ
耳
鼻
医
院
」
は
、
平
成
29
年
4
月
で
開

院
か
ら
16
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

須
坂
市
、
小
布
施
町
、
高
山
村
と
い
っ
た

近
隣
の
地
域
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
野
沢

温
泉
村
や
佐
久
市
な
ど
県
内
各
地
、
さ
ら

に
は
東
京
や
新
潟
な
ど
県
外
か
ら
も
渋
沢

先
生
の
診
療
を
求
め
て
、
多
く
の
方
が
来

院
さ
れ
ま
す
。

　「
開
業
医
の
立
場
と
し
て
日
々
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
重
症
な
患
者
さ
ん
や
腫

瘍
が
発
見
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
い
た
場
合

は
、
開
業
医
レ
ベ
ル
で
引
き
と
め
て
お
く

の
で
は
な
く
、
長
野
市
民
病
院
を
は
じ
め

と
し
た
設
備
の
整
っ
た
大
き
な
病
院
へ
直

ち
に
紹
介
し
、
詳
し
い
検
査
や
効
果
的
な

治
療
を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
第
一
の
姿
勢

を
忘
れ
ず
診
療
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。」

ス
ギ
花
粉
症
に
対
す
る
舌
下
免
疫
療
法

　「
花
粉
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
た

め
、
季
節
を
問
わ
ず
い
つ
で
も
飛
散
し
て

い
ま
す
が
、
長
野
県
で
は
春
先
に
ス
ギ
花

粉
の
ピ
ー
ク
が
訪
れ
ま
す
。
既
に
花
粉
症

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
花
粉
症
の
対
処
法
と
し

て
、
マ
ス
ク
や
花
粉
症
対
策
専
用
の
め
が

ね
も
有
効
で
す
が
、
花
粉
症
の
症
状
が
出

る
前
か
ら
薬
に
よ
る
初
期
療
法
を
始
め
る

と
、
症
状
の
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
飛
散

シ
ー
ズ
ン
中
の
症
状
を
和
ら
げ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
で
は
、
ス
ギ
花

粉
症
に
対
し
て
舌
下
免
疫
療
法
と
い
う
治

療
法
が
あ
り
、
当
院
で
も
昨
年
の
6
月
か

ら
治
療
を
開
始
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い

ま
す
。
舌
下
免
疫
療
法
は
、
舌
下
に
ア
レ

ル
ギ
ー
の
素
（
低
量
の
医
療
用
の
ス
ギ
花

粉
抽
出
物
）
を
含
み
、
安
全
性
と
反
応
を

見
な
が
ら
徐
々
に
量
を
増
や
し
、
抵
抗
力

を
高
め
る
治
療
法
で
す
。
治
療
を
開
始
す

る
前
に
適
応
を
決
め
る
検
査
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
近
く
の
耳
鼻
咽
喉
科
に
相
談
を
し

て
み
る
こ
と
が
い
い
で
し
ょ
う
。」

登録医紹介

しぶさわ耳鼻医院

［須坂市相森町
］

●耳鼻咽喉科

院長  渋沢 三伸 先生
しぶ  さわ     みつ  のぶ

1診察台 2聴力検査機器 3広 と々した待合室 4耳と鼻専用の内視鏡システム
で正確な診断と治療が可能
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1

旭ケ丘

長
電
長
野
線

北須坂駅

モスバーガー●

●丸長

● ローソン●

クスリのアオキ

●
スズラン薬局

しぶさわ耳鼻医院

ン
前
に
選
手
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
心
電
図
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
血

液
検
査
と
い
っ
た
検
査
を
行
う
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
A
C

長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と

レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
担
当
し
て
お
り
、
今
年
1

〜
2
月
に
か
け
て
選
手
が
当
院
の
健
診

セ
ン
タ
ー
に
て
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は
昨
年
ま
で
鹿
児
島

で
監
督
を
し
て
い
た
浅
野
哲
也
氏
が
新

監
督
に
就
任
し
、「
良
い
守
備
か
ら
素
早

い
攻
撃
を
展
開
す
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
」
の
も
と
、
現
在

の
J
3
か
ら
J
2
へ
の
昇
格
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
は
、

な
で
し
こ
リ
ー
グ
の
1
部
に
属
し
て
お

り
、
5
年
目
を
迎
え
る
本
田
美
登
里
監

督
の
も
と
リ
ー
グ
戦
、
カ
ッ
プ
戦
、
皇

后
杯
い
ず
れ
も
ト
ッ
プ
3
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
に

は
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
選
出
さ
れ

て
い
る
横
山
久
美
選
手
も
在
籍
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
　   

C
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
は
、
長
野

　
　
　
市
を
中
心
と
し
た
長
野
県
北
信

地
域
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。
平
成
２
年
に

創
設
さ
れ
た
長
野
エ
ル
ザ
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
が
前
身
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
創

設
か
ら
27
年
目
に
な
り
ま
す
。「
A
C
長

野
パ
ル
セ
イ
ロ
」
の
「
パ
ル
セ
イ
ロ
」

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」

を
意
味
し
て
お
り
、
長
野
市
民
病
院
も

一
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
A
C
長
野
パ

ル
セ
イ
ロ
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　
J
リ
ー
グ
規
約
に
お
い
て
、
シ
ー
ズ

A
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H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

お問い合わせ：長野市民病院　企画財務課　TEL.026-295-1199（代表）

●アクセス
■公共交通機関をご利用の場合

【JR長野駅から電車】
しなの鉄道北しなの線に乗換え10分 三
才駅下車 長野電鉄バス（三才線）バス
停「三才駅（県道）」乗車10分
長野電鉄（長野線）に乗換え15分 柳原
駅下車
柳原駅より徒歩15分、もしくは長野電
鉄バス（平林線）バス停「柳原駅」乗車５
分、もしくは長野市乗合タクシー（長沼
線）バス停「柳原駅」乗車5分

【JR長野駅からバス】
善光寺口（西口）より長野電鉄バス（の
りば⑤平林線 もしくは のりば⑥三才
線）で長野市民病院前下車

【しなの鉄道北長野駅からバス】
長野東北市街地循環バス「東北ぐるり
ん号」で15分

信州中野IC

至松本・東京

屋島橋

千
曲
川

須坂・長野東IC
至上田・松本

至
須
坂
市
内

至
須
坂
市
街

長
野
駅

し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線

三
才
駅

至上越至上越

東北中学校

木工団地

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン

村山橋

市役所

長野東局

古牧小学校
県庁

善光寺 運動公園
長野
電鉄 柳原駅柳原駅

東部
保健センター

インター
降りて直進

柳原局

柳原駅入口
柳原北

村山北

大町

村山町

新百々川橋

長野市民
病院東

柳原
（歩道橋あり）

柳原小学校

長野市民病院

Ｎ

18

18

408

「時間との闘い！脳卒中の正しい対処法と最新治療」
【講師】 長野市民病院  脳卒中センター長　草野  義和

「脳卒中の早期リハビリテーション ～長野市民病院の取り組み～」
【講師】 長野市民病院  リハビリテーション科  作業療法士（SCU専従作業療法士）　丸山  真寛

「“簡単” “続けられる”減塩食生活のすすめ」
【講師】 長野市民病院  栄養科  管理栄養士　春原  ゆかり

長
野
市
民
病
院
に
対
す
る

寄
附
へ
の
お
礼

　平
成
28
年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
長
野
市
民
病
院

へ
貴
重
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ブ
ル
ー
ベ
ル 

様

竹
前
　
紀
樹 

様

橋
田
　
明 

様

森
　
雄
吉 

様

落
合
　
咬
児 

様

長
谷
川
　
明
扇 

様

公
益
社
団
法
人 

生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会 

様

株
式
会
社
　
本
久 

様

　こ
の
他
、
多
く
の
方
々

か
ら
も
貴
重
な
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
、
人
材
育
成
や
医

療
機
器
の
整
備
な
ど
病

院
の
機
能
強
化
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
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を
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で
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望
に
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と
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、
納
入
業
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も
１
社
に
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っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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か
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な
が
ら
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者
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ん
ご
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身
の
病
棟
に
ご
希
望
の
も

の
が
揃
え
ら
れ
な
い
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と
も
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い
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入
院
患
者
さ
ん
の
ご
家
族

企
画
財
務
課
長

ご意見お応え

6.10
2017

9：30～15：00
土

特別講演会
場所／長野市民病院

●テーマ「脳卒中」（会議室4・5・6） 10：30～11：30

第30回  市民健康講座

ふれ愛デー開催第11回
病 院 祭

入場無料・申込不要。ぜひお気軽にお越しください。

●14:00～15:00（体育館）

リオ五輪銅メダリスト 箱山 愛香さんによる講演会
【講師】リオ五輪 シンクロナイズドスイミング代表  箱山 愛香さん

は こ  や ま あ い   か

リオデジャネイロ五輪シンクロナイズドスイミング日本代表選手。1991年、長野市生まれ。小学校2年生のとき
にシンクロナイズドスイミングを始め、長野日本大学高等学校から日本体育大学に進学。大学卒業後、地元長
野に戻り、栗田病院で働きながら長野シンクロクラブに所属し競技生活を送る。2010年、FINAシンクロワール
ドカップで日本代表入りし、2012年、ロンドン五輪に出場しチームで5位入賞。2016年、リオデジャネイロ五輪
でチームで銅メダルを獲得。

●脂肪肝チェック

●古里小学校合唱部による合唱
●骨密度測定

●手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」展示

●AC長野パルセイロ特設ブース
　キックターゲット／グッズ販売等

●施設見学ツアー
　普段見ることのできない、病院の中をスタッフがご案内します！

●がん・すまいるサロン
●セラピードッグとのふれあい
●災害救助犬デモンストレーション
●愉快な道化師 89ちゃんの
  コメディーパフォーマンスショー

ぱ く

●各種お食事、軽食コーナー
その他にも楽しいイベントや各種体験が盛りだくさん！！
ぜひお気軽に足をお運びください。

●病院部門紹介コーナー＠ホスピタルモール

●各種体験コーナー
　ギプス・車いす体験／歯型をつくってみよう／創部縫合体験／手洗い体験／
　潤いぷるぷるスキンケア体験／お菓子分包体験

●フリーマーケット（無くなり次第終了）
　長野市農業公社による農産物・加工品販売等／
　ボランティア「はづきの会」によるバザー

お問い合わせ：長野市民病院  企画財務課  TEL.026-295-1199
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お問い合わせ：長野市民病院　企画財務課　TEL.026-295-1199（代表）

●アクセス
■公共交通機関をご利用の場合
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「脳卒中の早期リハビリテーション ～長野市民病院の取り組み～」
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●テーマ「脳卒中」（会議室4・5・6） 10：30～11：30

第30回  市民健康講座

ふれ愛デー開催第11回
病 院 祭

入場無料・申込不要。ぜひお気軽にお越しください。

●14:00～15:00（体育館）

リオ五輪銅メダリスト 箱山 愛香さんによる講演会
【講師】リオ五輪 シンクロナイズドスイミング代表  箱山 愛香さん

は こ  や ま あ い   か

リオデジャネイロ五輪シンクロナイズドスイミング日本代表選手。1991年、長野市生まれ。小学校2年生のとき
にシンクロナイズドスイミングを始め、長野日本大学高等学校から日本体育大学に進学。大学卒業後、地元長
野に戻り、栗田病院で働きながら長野シンクロクラブに所属し競技生活を送る。2010年、FINAシンクロワール
ドカップで日本代表入りし、2012年、ロンドン五輪に出場しチームで5位入賞。2016年、リオデジャネイロ五輪
でチームで銅メダルを獲得。

●脂肪肝チェック

●古里小学校合唱部による合唱
●骨密度測定

●手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」展示

●AC長野パルセイロ特設ブース
　キックターゲット／グッズ販売等

●施設見学ツアー
　普段見ることのできない、病院の中をスタッフがご案内します！

●がん・すまいるサロン
●セラピードッグとのふれあい
●災害救助犬デモンストレーション
●愉快な道化師 89ちゃんの
  コメディーパフォーマンスショー

ぱ く

●各種お食事、軽食コーナー
その他にも楽しいイベントや各種体験が盛りだくさん！！
ぜひお気軽に足をお運びください。

●病院部門紹介コーナー＠ホスピタルモール

●各種体験コーナー
　ギプス・車いす体験／歯型をつくってみよう／創部縫合体験／手洗い体験／
　潤いぷるぷるスキンケア体験／お菓子分包体験

●フリーマーケット（無くなり次第終了）
　長野市農業公社による農産物・加工品販売等／
　ボランティア「はづきの会」によるバザー

お問い合わせ：長野市民病院  企画財務課  TEL.026-295-1199
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長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　△：午前のみ　☆：午後のみ　▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　

■：第１・３・５週　□：第２・４週　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

平井一也（呼吸器・肺がんの画像および内視鏡診断と治療・ARDSなどの透過性亢進型肺水腫）
吉池文明（呼吸器）
滝澤秀典（呼吸器）
後藤憲彦（呼吸器）
鈴木祐介（呼吸器）

池田宇一（循環器）
三浦　崇（循環器）
滝　美波（循環器）

笠井俊夫（循環器）
小林隆洋（循環器）
翁　佳輝（循環器）

西井　裕（糖尿病、内分泌・代謝疾患）
佐野麻美（内分泌・代謝疾患）
渡邉貴子（内分泌・代謝疾患）

掛川哲司（腎臓）
山﨑大樹（腎臓）

長谷部修（消化管および膵胆道疾患・内視鏡）
原　悦雄（消化器・胃腸・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
関亜矢子（消化器・内視鏡）
櫻井晋介（消化器）
金井圭太（消化器）
北畠央之（消化器）
宮澤鷹幸（消化器）

宗像康博（消化器 ※食道・胃・大腸　内視鏡外科）
関　仁誌（消化器 ※肝臓・胆道・膵臓）
高田　学（消化器）
関野　康（消化器）
高橋祐輔（消化器 ※肝臓・胆道・膵臓）
下平悠介（外科）

佐近雅宏（消化器）
岡田正夫（外科）

古谷野靖博（外科）

松田　智（上肢・末梢神経・マイクロサージャリ―・肩関節疾患・難治性骨折）
中村　功（脊椎脊髄疾患）
新井秀希（骨・軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）
橋本　瞬（整形外科）
藤澤多佳子（リウマチ）

滝　建志（形成外科全般）
倉島侑希（形成外科）　相阪哲也（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

草野義和（脳血管障害・脳血管内治療・脳神経外科）
兒玉邦彦（脳腫瘍・脳血管障害・脳神経外科・神経生理学的モニタリング）
荻原直樹（脳神経外科）

加藤晴朗（悪性腫瘍手術・尿道尿路再建術）
飯島和芳（悪性腫瘍・腹腔鏡手術）
小口智彦（泌尿器科一般・神経因性膀胱）
山本哲平（泌尿器科一般）
下島雄治（泌尿器科一般）

羽場知己（泌尿器科一般）
塩﨑政史（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

大塚明弘（耳鼻いんこう科）
横溝道範（頭頸部外科）

酒井洋徳（口腔がん・デンタルインプラント・歯科口腔外科一般）
野池淳一（歯科・歯科口腔外科）
久保紀莉子（歯科・歯科口腔外科）

山本寛二（神経内科領域全般・脳卒中・パーキンソン病・認知症など）
田澤浩一（神経内科）
大橋信彦（神経内科）

中原　孝（心臓血管外科）

山田響子（緩和ケア内科）

南澤育雄（関節リウマチ）

森　　篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症・悪性腫瘍）
髙木偉博（婦人科内視鏡手術）

坂口　治（救急科）　佐藤貴久（救急科）
片山延哉（救急科）

西村秀紀（乳腺・呼吸器・甲状腺）
小沢恵介（乳腺）
砥石政幸（呼吸器）
境澤隆夫（呼吸器）

橋田　巌（放射線治療 ※メタストロン外来）
松下大秀（放射線治療）
今井　迅（画像診断・IVR）
松下　剛（画像診断）

村田　　浩

片山　延哉 片山　延哉 片山　延哉

南澤　育雄

片山　延哉 片山　延哉

休診

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

－　　　
－　　　

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔
－　　　

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

－　　　

○古谷野靖博
◆宗像　康博

－　　　
－　　　

○関野　　康
○関　　仁誌

－　　　
－　　　

■平井　一也
○吉池　文明
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○鈴木　祐介

－　　　

○滝澤　秀典
－　　　
－　　　

吉池　文明
○平井　一也

－　　　

○後藤　憲彦
　  鈴木　祐介

－　　　

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

－　　　

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕
－　　　

○渡邉　貴子
－　　　

渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕
－　　　

○滝　　美波
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆山﨑　大樹

○掛川　哲司
－　　　

○山﨑　大樹
－　　　

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇
－　　　
－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

金井　圭太
○宮澤　鷹幸

藤森　尚之
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介
－　　　

★宮林　千春
○金井　圭太

北畠　央之
山崎　智生

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆宮澤　鷹幸

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀
△中原　　孝

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
－　　　

加藤　晴朗
山本　哲平

－　　　

加藤　晴朗
飯島　和芳

－　　　

飯島　和芳
山本　哲平

－　　　

小口　智彦
下島　雄治

－　　　

■小口　智彦
□下島　雄治
◆加藤　晴朗

○倉島　侑希
滝　　建志

○風間　　淳
－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

○酒井　洋徳
野池　淳一

－　　　
－　　　

山本　寛二
○大橋　信彦

○佐近　普子
－　　　
－　　　
－　　　

☆西澤千津恵
○森　　　篤
☆髙木　偉博

村中　　愛

○佐近　普子
－　　　
－　　　
－　　　

西澤千津恵
（13：30まで）

森　　　篤
☆髙木　偉博

田澤　浩一
○大橋　信彦

○山本　寛二
大橋　信彦

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○△非常勤医師（信州大学）
☆酒井　洋徳
☆久保紀莉子

－　　　

○☆酒井　洋徳
久保紀莉子

○△野池　淳一
－　　　

○野池　淳一
（第2・4週は午後のみ）

○酒井　洋徳
（第1・3・5週は午後のみ）

－　　　

☆久保紀莉子
○野池　淳一

（第1・3・5週は午後のみ）

○酒井　洋徳
（第1・3・5週は午前のみ）

大塚　明弘
横溝　道範

松下　大秀 ○橋田　　巌 松下　大秀 休診

休診

休診休診 ☆住　　昌彦

休診

休診

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範休診

休診

休診
○佐近　普子

－　　　
－　　　
－　　　

休診 休診 休診

休診 休診 休診

☆加藤　修明

休診 休診◎△山田　響子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

休診

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳
－　　　

○風間　　淳
－　　　

○草野　義和
荻原　直樹

草野　義和
○脳外科医師

○脳外科医師
兒玉　邦彦

草野　義和
○兒玉　邦彦

○滝　　建志
倉島　侑希

○滝　　建志
○相阪　哲也

○倉島　侑希
滝　　建志

○滝　　建志
倉島　侑希

○藤澤多佳子
橋本　　瞬

▲松田　　智
藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆◆藍葉宗一郎

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
△橋本　　瞬
○松田　　智

－　　　

休診

診療科 月 火 水 木 金 常勤医（専門）

血 液 内 科

青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
新川一樹（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（ 膠 原 病 外 来 ）
休診 休診 休診休診（ リ ウ マ チ 科 ）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯科／歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（ 脳 血 管 内 治 療 科 ）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科
心 臓 血 管 外 科

○脳外科医師（交替制）

第２外来

長野市民病院
救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

8:30～17:30 担当医

お問い合わせ 地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／認定臨床研修病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院
〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1

TEL.026-295-1291
http://www.hospital.nagano.nagano.jp/バックナンバーは当院ホームページでもご覧いただけます。

（19：00 ～翌 6：00）長野市民病院・医師会 急病センター

地方独立行政法人

■発行人 ： 池田宇一    ■編　集 ： 長野市民病院広報委員会
いけ  だ う いち

長野市民病院 FAX.026-295-1148TEL.026-295-1199
長野市民病院

外来診療担当表は、５月１日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

内

　
　
　
　科

新川　一樹
浅岡　麻里

－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜

－　　　

新川　一樹
青沼架佐賜

－　　　

新川　一樹
浅岡　麻里

－　　　

新川　一樹
青沼架佐賜

▼浅岡　麻里
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特  集

果たすべき使命地域がん診療連携拠点病院として

第69回 知っておきたい医療の知識

振り返ろう 自己流歯みがき
訪問看護ステーションが
開所20周年を迎えました！
長野市民病院は

AC長野パルセイロの
メディカルチェックを担当しています！
登録医紹介

しぶさわ耳鼻医院［須坂市相森町］

長野市民病院
モバイルサイトは
こちらから

70
Vol.


